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 今日で２月も終わり、明日からは３月です。 

酒田市内では「酒田雛街道」のキャンペーンもスタートするようです。 

校長室の前の廊下にも、教頭先生がお雛様を飾って下さいました。 

昨日、陽の光に誘われて学校の周りをぐるっと回ってみました。遊歩道の木々も芽吹き始めていまし

た。新井田川・幸福川の鴨たちも、陽光を浴びて気持ちよさそうに川面で足を動かしていました。校内

では卒業式で歌う合唱曲が聞こえてきます。卒業式までは２週間。令和４年度も残すところ１ヶ月です。

新しい春に向かって、まとめと準備の１ヶ月を大切にしていきたいものです。 

②  第２回生徒総会（２／２２） 
昨年度の第１回生徒総会（５月）以来、久々に体育館での総会でした。１年生は初めての経験と 

いうこともあり、少し緊張した様子も見られました。第１号議案は、執行部、各委員会の成果と課 

題の振り返りでした。今年度の反省を元に、今後取り組みたいことが提示され、全校生徒の意見・

要望も積極的に取り入れていこうという姿勢が素晴らしかったです。 

校則改正を題材に、自分たちの生活を振り返り、目指したい学校像を考える第２号議案は、特に

内容の深いものとなったと思います。今、校則の見直しに取り組む学校が多くあります。私も「校

則の見直し」を否定する気持ちはありません。ただ、六中生に大切にして欲しいのは、ただ単に「時

流に乗る」、「校則改正ありき」ではなく、「なぜ変える必要があるのか」、「変えることで、みんなに、

学校生活にどんな良いことがあるのか」ということをしっかり考えた上で議論をし、みんなの納得

のもと変えていくことを大切にして欲しい、またで決めたことはみんなで守っていくことを大切に

して欲しいという願いがあります。最後に生徒会長の菅さんが「今後も、話を進めていきたい。し

かし、その時に生徒会が定めた『六中仲間の約束』を大切にし、その基本的な考えからずれないよ

うに進めていきたい」という趣旨のまとめをしてくれました。とってもいいなあと思いました。迷っ

た時には３つの約束に立ち返り、議論を深めていって欲しいと思います。 

 

①  民生児童委員・主任児童委員懇談会（２／１５） 
 本会も、久々に対面での開催となりました。「中学校に久しぶりに入った」という声も多く聞かれ、 

改めてコロナ禍の影響について考えさせられました。日頃より子どもたちの様子を見守っていただい

ている皆さんから、地域での子どもたちの良い姿、心配していることなど率直なご意見をいただきまし

た。その席で、泉小学校区での心温まる話も紹介していただきました。事前にメールもいただいていま

したので、裏面に紹介させていただきます。 

 

生徒総会の様子 

 



 

○小林青少年善行奨励賞 小川紗枝さん（３－２）、鎌田日和さん（３－２）、丸藤優香さん（３－４） 

  ※９月、人命救助により酒田警察署からも感謝状が授与されました。その行動が市の善行賞に

も該当するということで推薦いただき、受賞の運びとなりました。 

 

○読書感想画山形県コンクール 優秀 元木花音さん（２－４） 

 

○「酒田の子ども」 奨励賞  髙橋美慧さん（１－４） 菅原璃子さん（２－１） 齋藤彩乃さん（３－１） 

 

○酒田市子ども美術展 奨励賞 安藤愛栞さん（２－４） 松田姫沙希さん（２－４） 

 

○女子バレー部 長橋杯中学校バレーボール大会 第２位 

 

 上記以外にも、Ｎｏ２３で紹介した「空に向かって一句」 

（俳句コンクール）で最優秀賞になった柿﨑果歩さん（３－３）、 

Ｎｏ２６で紹介した酒田市書き初め展で奨励賞をいただいた 

１２名の皆さんに賞状が届きました。 

③ 教育後援会理事会（２／２２） 
 「土日の部活動地域移行」、「中体連の大会への地域クラブの参加」等、部活動を巡る大きな変化の 

中、今後の後援会の方向性について建設的な意見をいただきました。次年度は例年６月に実施してい 

た第１回目の会議を、４月に行い５月の総会に提案できるよう進めることとなりました。 

④ 学校評議員会（２／２４） 
当日は３名の評議員の皆様から参加いただきました。私から日々の活動や学校評価アンケートか 

ら考察する今年度の成果と課題、次年度の学校経営構想等について報告をさせていただき、ご助言 

を賜りました。六中生を、そして学校を温かく見守っていただいていることに改めて感じ入り、感 

謝の気持ちを新たにしました。 

 
 うれしいお話 
私は、ほぼ毎朝通学路を歩いています、六中生の挨拶が素晴らしいのは以前にもお伝えした通りです。

加えて、今の積雪・凍結時においては、小学生の登校班が通る際、私が見た範囲ではすべての中学生が 

小学生に道を譲ってくださいます。低学年が多く、スピードがゆっくりの班を追い越すときは、足場の悪

い、踏み固められていない部分を縦一列で早足で通り過ぎてくれたり、横断歩道の歩道に入る部分など、

一部しか除雪されておらず、除雪した雪が高く積み重ねられている狭い通路では、常に小学生を先に通

してくれたりします。場合によってはそのために信号を一つ遅らせる生徒もいるようです。 

  

毎朝、中学生として理想の姿を本校児童に見せていただいているようで、特に高学年の児童にとって

は一種のあこがれの姿として指導していきたいところです。 

 どうぞ、地域のおじいさんからの情報として中学生をほめていただければ幸いです。 

                      ※おじいさんの正体は… 

 

 

 


